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 第 55回卒業式 

 令和６年３月 15 日（金）、本校
ほんこう

体育館
たいいくかん

において、第 55 回卒業式
そつぎょうしき

がありました。 

卒業生
そつぎょうせい

の皆さん、保護者
ほ ご し ゃ

の皆様、ご卒業おめでとうございます。173 名の卒業生
そつぎょうせい

は、多くの人に見守
み ま も

られ、感謝
かんしゃ

の気持ち
き も ち

を表
あらわ

して、立派
り っ ぱ

に法典東小学校を巣立
す だ

っ

ていきました。卒業生は、練習
れんしゅう

に臨
のぞ

む姿勢
し せ い

、態度
た い ど

、歌声
うたごえ

がとても素晴らしく、気持ち

を高めて卒業式を迎えることができました。 

私の式辞
し き じ

では「節目
ふ し め

を大切に」という次のお話をしました。「竹
たけ

が伸
の

びていくと

きに節
ふし

があるように、学校生活の中にもいくつかの節目があります。その節目は、

自分の生活を振り返って
ふ り か え っ て

成長
せいちょう

するための大切なものです。卒業生にとって、今年

の春
はる

は、二度と戻
もど

らない小学校
しょうがっこう

生活
せいかつ

に別れ
わ か れ

を告
つ

げ、新しい人生
じんせい

に向
む

かっての門出
か ど で

になる大きな『節目』です。これからの道を切り開き
き り ひ ら き

、 輝
かがや

かしい人生を作り出すた

めに、この日を人生の節目として、小学校を巣立っていってほしいと思います。」 

 

 


